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鉢物の用上には腐葉を配合 しているが,腐葉にかわる有

機質素材 としてモミ殻の配合効果を検討し,第 1報ではモ

ミ殻を使用した場合,シ クラメンの生育は腐葉に比べてや

や劣るが塊茎の肥大がよ く,土壌物理性 としては保水性 ,

通気性にすぐれていることを報告した。本報告では素材の

化学性と養分収支について報告する。

2試 験 方 法

供試品ぽ バーバーク"

試験区

(1腐 葉区 (土壌 7:腐葉3).12)モ ミ殻区 (土壌7:モ ミ殻

2 養分吸収量

出荷期である 12月 上旬に調査した部位別の無機養分濃

度は表 2に示すとおりである。窒素濃度は植物体全体とし

表 2 無機養分濃度 (乾物%12月 6日調査)

注 Nはセミミクロ法 ,P205は バナドモリブデン酸法,K20
はフレームホトメータ分析,CЮ ,MgO京 子吸光分析。

E, T-C, T-NllCNa /, PzOs ti,/JlF€rt7>Q*, K2OI!2 v Lil't-rt|ffi

3),い ずれも容積割合で混合した。

土性は壌土,モ ミ殻は舟型形状がなくなる程度に圧砕し

たものを使用。

3 供試鉢数 1区  20鉢

4 耕種条件 第 1報 に同じ

3 結果および考察

1 素材の化学性

供試材料の化学性は表 1に示すとおりである。C/Nは腐

葉が188,モ ミ殻950,土壌134.水溶性カリ濃度は腐葉

が220「9.モ ミ殻2500ψ,土壌 180彰 で,C/N,お ょび水

溶性カリ濃度はともにモミ殻が著 しく高かった。CECは質

葉が488 meモ ミ殻が 118 me土壌が 22 6 meで ぁった。

てみると,腐葉区が236%,モ ミ殻区が181%で ,腐葉区が

高く,ま た部位別の濃度 も腐葉区が高かった。

リン酸濃度は植物体全体で腐葉区が085%,モ ミ殻区が

076%と腐葉区が高 く,窒素濃度と同様の傾向を示した。

植物体全体のカリ濃度は腐葉区212%,モ ミ殻区335%

で,モ ミ殻区が高 く, また部位別の濃度でもモミ殻区が著

しく高かった。

カルシウム濃度は植物体全体で察葉区が 132%,モ ミ殻区

が105%で モミ殻区が低 く, 部位別の濃度でも同様な傾向

を示 し,カ リとの拮抗作用が認められたが, シクラメンに

生理障害的な影響はみられなかった。

マグネシウム濃度は腐葉区が070%,モ ミ殻区が072%

で差が認められなかった。

1鉢当たりの部位別養分吸収量は図 1に示すとおりであ
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表 : 用上素材の化学性

項 日

素 材

全  養  分 6) 有 効 成 分 (ワ /11Xl夕 ) OEC
(me/100夕 )T― C T― N C/N P205 K20 P2Q &0 摘 要
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る。全吸収量をみると,モ ミ殻区は質葉区に比べ,窒素 ,

リン酸, カルシウム,マ グネシウム吸収量が少ないのに対

し,カ リ吸収量が著しく多かった。

部位別の吸収量については,地上部と根はともに全吸収

量と同様の傾向を示したが,塊茎のみはモミ殻区の生育が

よいため,各養分 ともモミ殻区の吸収量が多かった。

3 養分収支

施用および用土から供給される養分とシクラメンに吸収

および潅水で溶脱される養分の収支は表3に示すとおりで

ある。腐葉区では窒素94″ ,リ ン酸17ヮ,カ リ144ヮと用土

からの供給がみられら モミ殻区では窒素 168ヮ ,リ ン薇 56″

の吸着,固定があり,カ リのみは343ヮ の供給が認められ

た。窒素とリン酸の吸着,固定はモ ミ殻の分解作用による

ものと考えられる。

水 とともに溶脱した養分量は腐葉区,モ ミ殻区ともに窒

素, リン酸は3%以下,カ リも5%以下とわずかであった。

用上中の有効態カリの供給は両区ともみられたが,その

供給はモミ殻区で高かった。これはモミ殻から溶出したカ

リに起因するものと考えられる。

られたが,モ ミ殻区は窒素,リ ン酸の吸着が認められた。

5 溶脱量は両区 とも少なかった。
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部位別養分吸収量 (1鉢当たり)

養分収支 (6月 3日 ～ 12月 6日 )

注.施肥は液肥 (10-4-3)300倍 液施用,土量は 4号鉢が650CC,6号鉢が1.60は 。

4 ま  と  め

1 素材 としてのモ ミ殻は水溶性カリ濃度が著 しく高かっ

た。

2 モミ殻区は腐葉区 に比べ,乾物中の窒素, リン酸濃度

が低 く, カリ濃度は高かった。 1鉢当た りの吸収量 も同

様の傾向が認められた。

3 カルシ ウム濃度はモ ミ殻区が低 く, カリとの拮抗作用

がみられた。

4 腐葉区は窒素. リン酸,カ リとも用上からの供給がみ

仄
供 給 量 (ψ /鉢 ) ンクラメン

吸 収 量
(″/鉢 )

溶 脱 量

(ψ/鉢 )

溶 脱割 合

α)
肥 料 用  土 計
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モ ミ殻 区

N
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488
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